
記 者 提 供 資 料 

2025 年(令和 7 年) 3 月 21 日 

明 石 市 環 境 産 業 局 環 境 室 

あかし動物センター（鍵本） 

直通(078)918-5797 (内線)7431 

 

報道機関各位 

 

明石市獣医師会と 

「災害時における動物救護活動に関する協定書」の締結式を行います 
 

大規模な災害により、被災した動物の一時保護、収容及び獣医療の提供等を、明

石市と明石市獣医師会が相互に協力して迅速に救護活動を行うことで、市民の人

身危害の防止、適切な飼育管理及び環境衛生を確保することを目的とし、下記のと

おり、明石市と明石市獣医師会とで協定書の締結式を行います。 

 

記 

 

１ 開催日時・場所 

   令和７年３月２７日(木) １４時から（１５分程度） 

   明石市役所３Ｆ ３０１応接室 

 

２ 協定の相手方   

明石市藤江１５０６ 

明石市獣医師会 会長 中本 博之 （ふじえ動物病院） 

 

３ 協定の締結日 

   令和７年３月２７日 

 

４ 協定の内容 

明石市からの救護活動の要請を受けて、置き去りや放浪状態になった動物、

負傷した動物等の一時保護及び収容、獣医療の提供、指定避難所でのペット相

談及び衛生管理指導等の動物救護活動を行います。 

 

５ その他 

  啓発リーフレット「人とペットのための防災ガイド」配付 

  協定書の締結式終了後、動物センターにて取材対応を行います。 

 

 

 

 

 

※ 明石市獣医師会と協定の締結を行う目的 
 現在兵庫県、神戸市、中核市４市と、兵庫県獣医師会と神戸市獣医師会と合同で協定を

締結しており、被災したペットの一時保管及び治療、餌の配布、迷子動物の情報収集等の支

援を行うこととなっています。 
今回、明石市獣医師会との間で、同様の動物救護活動の協定を締結することで、市内での

救護活動が可能な動物病院が増え、迅速かつ効果的な支援活動が期待されることから、市

民の利便性の向上に寄与するものです。 
 





飼い主が日頃から行っておくこと 災害発生時の行動

首輪・迷子札（飼い主の名前・連絡先等を記載）
スマートフォンにペットの写真を保存

※１ 狂犬病予防法により鑑札及び注射済票を
飼い犬に装着する義務があります。

※2 マイクロチップとは、専用注入器で皮膚の
下に埋め込み、専用リーダーで個体識別番
号を読み取ることで、飼い主情報を確認で
きます。

ペット所有者の明示

　市内の市立小・中学校が指定避難所です。近くの
指定避難所までのルートを確認しておきましょう。

指定避難所や避難ルート等の確認

　避難所，車やテントの中での飼育等の他、親戚、友人、
ペットホテル等の一時預け先を確保しておくことも
必要です。

ペットの一時預け先の確保

ケージやクレートに入る練習

各種ワクチン接種※
※犬は、年１回の狂犬病予防注射の接種が義務

ノミ・マダニ等の外部寄生虫駆除

ペットの健康管理

不必要な繁殖を防止

性的ストレスの軽減、感染症の防止、無駄吠え等の
問題行動の抑制などの効果

去勢・不妊手術の実施

「まて」「おすわり」等の基本的な号令に従うように
しましょう

他の人や動物に慣らしておきましょう

むやみに鳴かないようにしましょう

トイレが上手くいくようにしましょう

様々な音や物に慣らしておきましょう

ペットの基本的なしつけ・社会性
　飼い主及び家族の安全を確保し、その後に
ペットの安全を確保してください。

飼い主の安全確保・状況確認

　避難所におけるペットの飼育は、飼い主の
責任です。ペット飼育のルール化や飼育スペー
スの設営等飼い主全員が協力してペットの飼
育管理を行います。

「飼い主の会」の立ち上げ及び参加

　飼い主の安全が確保できる範囲に
おいて、ペットを連れて避難所等の
安全な場所へ避難しましょう。

避難の判断

飼い主個人は、餌やり・掃除・散歩等の飼育
管理を行ってください
排せつは特定の場所でさせ、後始末は確実
に行ってください
ノミ・ダニ等の発生防止等の衛生管理、健康
管理に努めてください

【避難所一覧】

【飼い主ルール（例）】

避難所でのルールを守りましょう
ペットに迷子札や鑑札などが着いた
首輪を装着しましょう
ペットの大きさに合せたケージや
クレートに入れましょう
ペット用の避難用品を持ちましょう 

指定避難所への避難

鑑札・注射済票※1（犬） マイクロチップ※2

ペットホテル


